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研究要旨 

 

多発性硬化症の医療水準と患者QOLの向上には、診療ガイドラインの作出による診療の均てん化と、個

別化医療の実践が求められる。前者の目的で、日本神経学会が主導する診療ガイドライン作出に関与し、

後者の目的で髄鞘イメージングを用いた個別化医療を検討し、以て頭記の目的に資する研究を展開する。 

 

 

A. 研究目的 

多発性硬化症の診療ガイドラインを作出し、医

療水準と患者 QOLの向上を目指す。髄鞘イメー

ジングデータを集積し、個別化医療の実践に有

用かを解析する。 
 

B. 研究方法 

多発性硬化症の診療ガイドラインについてはこ

れまでの臨床経験や科学的知見に基づき、同作

成委員会において意見を述べ議論する。髄鞘イ

メージングデータについては慶應義塾大学病院

に通院中の多発性硬化症患者を対象に当該デー

タを集積する。 

 

（倫理面への配慮） 

後者について、慶應義塾大学医学部の倫理審査

を受審した上で、該当者の文書による同意を得

て、法律その他関連法規を遵守した上で実施す

る。前者については倫理上の侵害は生じない。 

 

C. 研究結果 

診療ガイドライン作出に向けて論点整理など進

捗を得た。髄鞘イメージングデータの集積を進

めた。 

 

D. 考察 

本研究期間内には研究は完了していないが、予

定通り進捗を認めており、今後の展開が期待さ

れる。 

 

E. 結論 

多発性硬化症の診療ガイドライン作出に向けて

更なる議論を進め、髄鞘イメージングによる個

別化医療の可否についても検証を進める。 
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